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今
後

の
審

議
会

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
案

）
 

９
月
３
０
日
（
第
４
回
）
時
点
 

月
 

９
月

（
今

回
）

 
１

０
月

 
１

１
月

 
１

２
月

１
月

 
２

月
３

月
 

内
容

 
乗

合
関

係
 

貸
切

関
係

 
運

営
体

制
 

取
り

ま
と

め
 

議
題

 
Ｂ
 
そ
の
中
で
路
線
バ
ス
が
果
た
す
べ
き
役
割
 

（
Ａ

 
次

世
代

交
通

シ
ス

テ
ム

と
融

合
さ

せ
た

新
た

な
公

共
交

通

網
の
方
向
性
）
 

Ｃ
 

路
線

バ
ス

の
非

収
益

性
を

補
う

た
め

の
手

段
と

し
て

の
貸

切
事
業
の
有
効
性
 

交
通

局
の

組
織

に

つ
い
て
 

答
申
 

検
討

事
項

 
①

宇
部

市
交

通
局

乗
合

事
業

の
守

備
範

囲
：

エ
リ

ア
 

宇
部
市
外
路
線
（
新
山
口
線
，
空
港
線
，
小
野
田
線
）
の
在
り
方

・
市
外
路
線
が
果
た
す
べ
き
役
割
 

・
宇
部
市
内
の
路
線
運
行
に
集
中
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
，
 

デ
メ
リ
ッ
ト
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
ク

シ
ー

、
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
な

ど

の
地
域
内
交
通
と
の
役
割
分

担
（
Ａ
と
も
関
連
）
 

➁
宇

部
市

交
通

局
乗

合
事

業
の

守
備

範
囲

：
時

間
帯

 

休
日
の
運
行
の
在
り
方
 

・
平
日
と
比
較
し
て
利
用
が
少
な
い
と
予
想
さ
れ
る
（
過
去
の
 

デ
ー
タ
の
み
）
 

・
労
働
環
境
改
善
を
考
慮
し
た
場
合
の
減
便
，
運
休
の
可
能
性
 

・
最
重
要
と
考
え
ら
れ
る
平
日
昼
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
 

た
め
の
バ
ラ
ン
ス
 

 
夜
間
・
早
朝
の
運
行
の
在
り
方
 

③
増

収
を

志
向

し
た

運
賃

制
度

の
改

定
 

・「
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
確
保
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
の

負
担
」
の
バ
ラ
ン
ス
 

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
を
見
据
え
た
運
賃
制
度
改
定
の
検
討
 

・
貸
切
車
両
の
概
況
，
稼
働
率

・
稼
働
率
の
年
次
推
移
 

・
運
転
手
不
足
に
よ
り
獲
得
 

で
き
な
か
っ
た
需
要
 

・
最
終
的
に
，
貸
切
事
業
の
「
適

正
規

模
」

と
，

そ
れ

に
向

け

た
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が

必
要
で
は
な
い
か
．
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新山口線を阿知須線に短縮した場合のシミュレーション 

 
1. 現状・目的 

宇部市域から新山口駅までの新山口線（特急除く３系統）については、サンパークあじす以降（岩

倉～新山口）の利用客が少なく、収支を悪化させているのではないかとの問題意識がある。 

そこで、新山口線について、サンパークあじす（又は阿知須駅前）止めに短縮した場合のシミュレ

ーションを令和元年度のＯＤ調査結果をもとに行い、経営効率及び社会的便益への影響について検

討を行う。 

（※現状の区間ごとの利用は下表＜ＯＤ表＞を参照） 

 
＜OD 表＞ 

 降車人数 

 区間 宇部新川駅～ 

サンパークあじす 
岩倉～新山口駅 

乗車人数 

宇部新川駅～ 

サンパークあじす 

３５６人 

６３．３％ 

７９人 

１４．１％ 

岩倉～新山口駅 
７４人 

１３．２％ 

５３人 

９．４％ 

 
 
2. シミュレーション条件 

・岩倉～新山口駅の区間は運行しない（それに伴い、実車キロ、賃率を修正） 

・岩倉～新山口駅間の乗降客による収入はゼロとする 

（これらの利用客は、宇部新川駅～サンパークあじす間のバス利用はしない） 

・便数の変更はしない 

 
 
3. 分析結果 

A) 路線別経営収支の比較 

・阿知須止まりとすることで、経常収益と経常費用はどちらも概ね 40％減少 

・これにより欠損額は半減 

 
 

⽐ 率
1241 6.1 42.7 156,891 6.91% 37,686,124 560,227 794,659 39,041,010 41,718,753 54,051,915 15,010,905 127,542
1251 5.6 16.8 67,019 2.95% 14,839,786 239,314 339,458 15,418,558 17,821,075 23,089,454 7,670,896 53,349
1252 5.5 4.9 20,634 0.91% 4,494,613 73,679 104,510 4,672,802 5,486,787 7,108,825 2,436,023 17,665
1241 5.7 39.9 92,249 4.25% 24,280,075 344,783 489,061 25,113,919 25,675,664 32,941,195 6,667,706 83,959
1251 5.2 15.6 39,316 1.81% 9,353,214 146,944 208,435 9,708,593 10,942,739 14,039,243 3,836,451 34,314
1252 4.7 4.2 11,729 0.54% 2,573,494 43,834 62,177 2,679,505 3,264,477 4,188,237 1,361,301 11,681
1241 -6.6% -6.6% -41.2% -38.5% -35.6% -38.5% -38.5% -35.7% -38.5% -39.1% -55.6% -34.2%
1251 -7.1% -7.1% -41.3% -38.6% -37.0% -38.6% -38.6% -37.0% -38.6% -39.2% -50.0% -35.7%
1252 -14.5% -14.3% -43.2% -40.5% -42.7% -40.5% -40.5% -42.7% -40.5% -41.1% -44.1% -33.9%

運送雑収
( 円 )

営業外収益
( 円 )

変化率（％）
（A-B）/A

経常費⽤
(円)

経 常収益
( 円 )

⼈ 件 費
( 円 )

現⾏
A

阿知須⽌まり
B

系統 輸送 ⼈員
（ ⼈ ）

⽋ 損 額
( 円 )

乗⾞密度 輸 送 量 年間実⾞⾛⾏キロ 運送収⼊
( 円 )
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B) 支払方法別収入・乗客数の比較 

 
 

メリット デメリット 

 走行キロ、経常収入、経常費用は約 4割

減少 

 欠損額は半減し、経営は改善 

 

 輸送人員は 3 割強減少 

 域間をまたぐ移動（全体の 3割弱）につい

ては、障碍者、通学者の利用も一定数ある

ため対策が必要 

 補助金収入減少（額は P） 
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